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視覚障害者のスマートスピーカー・スマートホームデバイス
の利用状況に関する調査分析

鶴見 昌代1,a) 宮城 愛美1,b) 新美 知枝子2,c)

概要：音声アシスタント搭載デバイスであるスマートスピーカーは，視覚情報の不足を音声情報によって
補うことが多い視覚障害者にとって，意義深いデバイスであると考えられる．スマートスピーカーを利用

する上で，視覚障害者にとって重要なことや困難なことを明らかにし，利便性を高めることを目標とし，

スマートスピーカーおよびスマートホームデバイスに関して，視覚障害者を対象にアンケート調査を行っ

た．結果として 113名の回答を得たので，調査結果の一部を紹介する．
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Survey and analysis on the usage of smart speakers and smart home
devices for the visually impaired
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Abstract: Smart speakers, devices with voice assistants, are considered to be a very significant device esppe-
cially for visually impaired people, who often make up for lack of visual information with audio information.
With the aim of clarifying what is important and difficult for the visually impaired and improving conve-
nience, this paper describes a part of the results of a questionnaire survey of 113 visually impaired persons
with regard to smart speakers and smart home devices.
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1. はじめに

対話型の音声操作に基づくVUI(音声ユーザインタフェー

ス; Voice User Interface)が普及しつつある．音声によって

指示し，その結果を音声で得ることができるので，視覚障

害者にとっては使いやすいインタフェースである．VUIに

対応した専用のデバイスであるスマートスピーカーも普及

しつつある [10], [13]．画面付きでないスマートスピーカー

も画面付きのスマートスピーカーもあるが，いずれのデバ
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イスも Voice Firstであり，視覚障害者には使いやすい．

また，スマートスピーカーは「スキル」と呼ばれるス

マートスピーカー専用のアプリを開発することで，機能を

充実させることができる．アプリの開発には，どのような

機能が必要かというアイディアがまず非常に重要である．

さらに，スマートスピーカーはユーザーとの対話によるや

りとりから実行すべき処理の情報を得るため，対話モデル

をうまく設計することが重要である．視覚障害者は視覚情

報の不足を日常的に音声によって補っていることから，ど

のような機能が必要かというアイディアの創出において

も，対話モデルの設計の点でも，活躍できる可能性がある

と考えられる．また，多くの場合はプログラミングによっ

てアプリを開発するが，視覚障害の程度が重度であっても

音声によってプログラミングすることができる．これらの
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点から，日常的に音声を活用する視覚障害者が，スマート

スピーカーのアプリ開発において，晴眼者より有利に活躍

できる可能性が期待される．

私達は，視覚障害者に対して，VUIに関連するプログラ

ミング教育基盤構築に取り組んでいる [1], [7], [15], [16]．

この研究において，重度視覚障害のある学生がスマート

スピーカーのアプリの開発を行い，Alexaスキルアワード

2018のファイナリスト賞を受賞した [2]．この取り組みは，

Amazonのサイトでも取り上げられた [3], [9]．

また，研究代表者らは，視覚障害者に特化したイベント

であるサイトワールド 2018（2018年 11月 1日～3日開催）

において，スマートスピーカーおよび関連するスマート

ホームデバイスのデモンストレーションと開発環境に関す

る展示を行った．視覚障害者が多数訪れ，スマートスピー

カーおよび関連技術に大きな関心があることを確認してい

る [16]．さらに，2018年末から 2019年の初めにかけて，視

覚障害のある学生がチームでスマートスピーカーのスキル

を開発し [6]，その成果を講演している [5]．さらに，Alexa

スキルアワード 2019 ハッカソン東京 vol.2に視覚障害のあ

る学生チーム 2組で参加し，4位と 6位を得るなど，既に

大きな活躍をしている [11], [12]．さらに，視覚障害者の特

性を活かした音声アシスタントの機能強化と活用として，

茨城テックプラングランプリで最優秀賞および常陽銀行賞

を獲得し [14]，さらに視覚障害者による音声インタフェー

ス分野での活躍を期待できる環境を獲得しつつある．

本調査研究は，視覚障害者が音声インタフェース分野で

活躍するための基礎調査として，視覚障害者によるスマー

トスピーカーとそれに関連するスマートホームデバイスの

活用の調査研究が必要不可欠であると考えて実施するもの

である．この研究調査では，視覚障害者にとってのスマー

トスピーカーおよび関連するスマートホームデバイスの利

用状況・有用性・課題を正確に把握し，その情報を明らか

にすることを目的とする．この情報を活用することで，視

覚障害者の ICT利用促進に関わる方，視覚障害者向けの技

術開発を行なう方などに利用され，視覚障害者の QOL向

上に寄与できることが期待される．また，視覚障害者自身

がスマートスピーカーを活用し，生活に取り入れ，障害を

テクノロジーで補うことも期待できる．

このことを実現するために，視覚障害者を対象として，

いくつかの方法でアンケート調査を行った．まず，メール

やウェブフォームによるアンケート調査を行う．さらに視

覚障害者のためのイベントであるサイトワールド 2019に

おいて，視覚障害者に対してスマートスピーカーとスマー

トホームデバイスを利用したデモンストレーションを行っ

た上で，アンケート調査を行った．結果として，113名分

のアンケート調査結果が得られたので，本稿では，この結

果の一部について述べる．

表 1 回答者の年代とスクリーンリーダー利用状況
年代 NU-SR U-SR

20 代 (15 名) 27% (4 名) 73% (11 名)

30 代 (19 名) 16% (3 名) 84% (16 名)

40 代 (24 名) 13% (3 名) 88% (21 名)

50 代 (31 名) 32% (10 名) 68% (21 名)

60 代以上 (24 名) 13% (3 名) 88% (21 名)

全年代 (113 名) 20% (23 名) 80% (90 名)

2. 視覚障害者向けアンケートの概要

満 20歳以上の視覚障害者を対象に，三つの方法でアン

ケート調査を行った．一つ目の方法は，視覚障害者が登録

している複数のメーリングリストを通した調査である．実

施期間は，2019年 8月 18日～同年 8月 24日の 1週間とし

た．二つ目の方法は，オンラインアンケートツールの一つで

ある SurveyMonkeyを用いた調査である．SurveyMonkey

でのアンケート実施期間は，2019年 8月 19日～同年 9月

10日の約 3週間とした．三つ目の方法は，前述のサイト

ワールドの来場者に対する対面式インタビューで，実施日

は 2019年 11月 3日である．これらの異なる方法を通し

て，いろいろな状況の広い年代層に調査することとした．

なお，アンケート調査の内容は，いずれの方法においても

同じ質問文とし，質問数の合計は 23問である．

有効回答者数は 113 人だった．このうち，メールでの

回答は 27件，インターネット経由のアンケートシステム

である SurveyMonkeyからの回答は 67件，対面式インタ

ビューによる回答は 19件であった．

回答者は，男が 75人，女が 38人で，男性が多かった．

回答者に関する年代と視覚障害の状況については，表 1の

とおりである．年代別では，20代が 15人，30代が 19人，

40代が 24人，50代が 31人，60代以上が 24人だった．成

人のすべての年代から回答を得ることができた．視覚障害

の状況についての質問に対しては，90名が「電子機器で

文字（墨字）の判別が難しい．」を選んだ．残りの 23人が

「視覚障害はあるが，電子機器（パソコンやスマートフォン

など）を使う際に音声読み上げの機能を使わなくても文字

（墨字）が判別できる」と回答した．本論文では，前者を

「スクリーンリーダーユーザー (U-SR)」とし，後者を「ス

クリーンリーダー非ユーザー (NU-SR)」とみなす．

表 1より，両方の障害状況で，様々な世代から回答が得

られたことがわかる．

3. スマートスピーカーおよびスマートホーム
デバイスに関するアンケート結果

3.1 視覚障害者のスマートスピーカーへの関心

視覚障害者の年代別のスマートスピーカーへの関心に

ついては，表 2に示すとおりである．全体として，興味が
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あっても実際に使ったことがない人が非常に多い．20代

は，他の年代と比べて，「興味があって，使っている」人が

20%と少なく，「興味はあるが，使っていない」人が 73%と

多かった．「興味があって，使っている」人の比率が一番多

かったのは 40代で，67%であった．

スクリーンリーダーの利用状況による関心の違いについ

ては，表 3 のとおりである．スクリーンリーダー非ユー

ザー (NU-SR)については，スクリーンリーダーユーザー

(U-SR)よりも「興味があって，使っている」人の比率が少

なく，その分「興味はあるが，使っていない」人の比率が

多かった．墨字が判別できる人の方が興味はあるものの，

実際に使うまでには至っていないようである．これは，ス

マートスピーカーの必要性と関連しているかもしれない．

3.2 視覚障害者のスマートホームデバイスへの関心

スマートホームデバイスに対する関心に関する回答結果

を表 4に示す．関心のある人が多数であり，関心を持って

いる人の割合は，スマートスピーカーと同程度である．ス

マートスピーカーと比較して，「興味があって使っている

人」より「興味はあるが使ってない人」が多かった．つま

り，スマートホームデバイスは興味があっても使えないこ

とがスマートスピーカーよりも多いようである．年代別に

見ると，「スマートホームデバイスに興味があって，使って

いる」人の比率は，20代が一番低く (7%)，スマートホー

ムデバイスについては，年代による違いは少なかった．

表 5 では，スクリーンリーダーの利用状況とスマート

ホームデバイスへの関心について整理している．スマート

ホームデバイスについても，スマートスピーカーと同様

に，スクリーンリーダーユーザー（U-SR）の方がスクリー

ンリーダー非ユーザー（NU-SR）よりも「興味があって，

使っている」人の割合は多いことがわかる．

3.3 スマートスピーカーの利用状況

スマートスピーカーの利用状況を年代ごとにまとめたの

が，表 6である．スマートホームデバイスの利用状況を年

代別に見ると，40代と 50代の利用率が高い．

また，障害の程度とスマートスピーカーの利用頻度との

関係は表 7のとおりである．スクリーンリーダー利用者の

方がスマートスピーカーの利用率が高いことがわかる．

3.4 スマートホームデバイスの利用状況

スマートホームデバイスの利用状況についての結果を

表 8に示す．この表から，スマートホームデバイスはほぼ

どの世代でも使用率が低いということがわかる．特に 20

代はスマートフォンをほぼ毎日利用する人が 100%だった

（表 10 ）のに対して，スマートホームデバイスを全く利用

していない人が 100%であった（表 8）．

表 9はスクリーンリーダーの利用状況とスマートホーム

デバイスの利用状況の関係をまとめたものであるが，スク

リーンリーダーの利用状況によらずスマートホームデバイ

スの利用率は全体的に低いということがわかる．

3.5 スマートスピーカーとスマートホームデバイスに関

する利用状況のまとめ

スマートスピーカーを使う上での困難についての回答は

それぞれ次のとおりであった．「トラブルが生じたときに

対応することが難しい」が 55名，「視覚障害のために設定

することが難しい」が 53名，「（視覚障害に関係なく）設定

方法自体が難しい」が 34名，「使い方がわからなくて難し

い」が 28名，「困難は特に感じない」が 21名であった．

スマートスピーカー以上に困難さを強く感じていること

がわかる．また，セキュリティに対する不安があることや，

設定の手順書が不十分で困っていること，金額の問題があ

ること，地元で使い方を教えてくれるところがほしいとい

うコメントもあった．

視覚障害者は，健常者とは異なり，「音楽を聴くスピー

カー」というよりも「音声で操作できるデバイス」として

価値を見出していることがわかった．スマートスピーカー

やスマートホームデバイスに対して，興味があったり，便

利さを感じていたりしているものの，セキュリティの問題

への不安や設定の難しさなどで，導入が難しくなっている

状況がわかった．特に，スマートホームデバイスへの障壁

はまだ高そうである．

4. 関連するデバイスについてのアンケート
結果

既存の ICT機器の利用状況との関連を知るため，スマー

トフォン，タブレット PC，ノート PC・デスクトップ PC

の利用状況についても調査した．

4.1 スマートフォンの利用状況について

表 10に年代とスマートフォン利用頻度についてまとめ

た．この表から，スマートフォンは年代を問わず，多くの視

覚障害者に浸透していることがわかる．特に 20代は 100%

がスマートフォンを利用している．スマートフォンは視覚

障害をカバーするようなアプリも多く提供されており，コ

ンパクトであるため，その便利さが広く認識されているも

のと推察される．

スクリーンリーダーの利用状況とスマートフォンの利用

状況について表 11にまとめた．スクリーンリーダーの利

用の有無に限らず，スマートフォンの利用者は多かったこ

とがわかる．

また，スマートフォンをまったく利用していない人 (11

名)を除いた回答者 (102名)が利用しているスマートフォ

ンの種類は次のとおりであった．iPhone のみが 85 名，

iPhoneとAndroidが 4名，iPhoneとらくらくホンが 2名，
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表 2 年代とスマートスピーカーへの関心の関係
年代 興味があって，使っている 興味はあるが，使っていない 興味がない

20 代 (15 名) 20% (3 名) 73% (11 名) 7% (1 名)

30 代 (19 名) 47% (9 名) 42% (8 名) 11% (2 名)

40 代 (24 名) 67% (16 名) 21% (5 名) 13% (3 名)

50 代 (31 名) 58% (18 名) 42% (13 名) 0% (0 名)

60 代以上 (24 名) 38% (9) 58% (14 名) 4% (1 名)

全年代 (113 名) 48% (55 名) 45% (51 名) 6% (7 名)

表 3 スクリーンリーダーの利用状況とスマートスピーカーへの関心の関係
興味があって，使っている 興味はあるが，使っていない 興味がない

NU-SR (23 名) 30% (7 名) 65% (15 名) 4% (1 名)

U-SR (90 名) 53% (48 名) 40% (36 名) 7% (6 名)

表 4 年代とスマートスピーカーへの関心の関係
年代 興味があって，使っている 興味はあるが，使っていない 興味がない

20 代 (15 名) 7% (1 名) 80% (12 名) 13% (2 名)

30 代 (19 名) 26% (5 名) 68% (13 名) 5% (1 名)

40 代 (24 名) 33% (8 名) 63% (15 名) 4% (1 名)

50 代 (31 名) 16% (5 名) 80% (25 名) 3% (1 名)

60 代以上 (24 名) 17% (4 名) 79% (19 名) 4% (1 名)

全年代 (113 名) 20% (23 名) 74% (84 名) 5% (6 名)

表 5 スクリーンリーダーの利用状況とスマートホームデバイスへの関心の関係
興味があって，使っている 興味はあるが，使っていない 興味がない

NU-SR(23) 4%(1) 87%(20) 9%(2)

U-SR(90) 24%(22) 71%(64) 4%(4)

表 6 年代とスマートスピーカー利用頻度の関係
年代 ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に 1 回 ほぼ利用していない 全く利用していない

20 代 (15 名) 20% (3 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 80% (12 名)

30 代 (19 名) 32% (6 名) 11% (2 名) 5% (1 名) 0% (0 名) 5% (1 名) 47% (9 名)

40 代 (24 名) 54% (13 名) 8% (2 名) 4% (1 名) 4% (1 名) 0% (0 名) 29% (7 名)

50 代 (31 名) 58% (18 名) 3% (1 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 39% (12 名)

60 代以上 (24 名) 33% (8 名) 4% (1 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 63% (15 名)

全年代 (113 名) 42% (48 名) 5% (6 名) 2% (2 名) 1% (1 名) 1% (1 名) 49% (55 名)

表 7 障害の程度とスマートスピーカー利用頻度の関係
年代 ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に 1 回 ほぼ利用していない 全く利用していない

NU-SR (23 名) 17% (4 名) 9% (2 名) 0% (0 名) 4% (1 名) 0% (0 名) 70% (16 名)

U-SR (90 名) 49% (44 名) 4% (4 名) 2% (2 名) 0% (0 名) 1% (1 名) 43% (39 名)

合計 (113 名) 42% (48 名) 5% (6 名) 2% (2 名) 1% (1 名) 1% (1 名) 49% (55 名)

表 8 年代とスマートホームデバイス利用頻度の関係
年代 ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に 1 回 ほぼ利用していない 全く利用していない

20 代 (15 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 100% (15 名)

30 代 (19 名) 26% (5 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 74% (14 名)

40 代 (24 名) 25% (6 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 4% (1 名) 71% (17 名)

50 代 (31 名) 6% (2 名) 6% (2 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 87% (27 名)

60 代以上 (24 名) 17% (4 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 83% (20 名)

全年代 (113 名) 15% (17 名) 2% (2 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 1% (1 名) 82% (93 名)

表 9 障害の程度とスマートホームデバイス利用頻度の関係
年代 ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に 1 回 ほぼ利用していない 全く利用していない

NU-SR (23 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 4% (1 名) 96% (22 名)

U-SR (90 名) 19% (17 名) 2% (2 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 79% (71 名)

合計 (113 名) 15% (17 名) 2% (2 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 1% (1 名) 82% (93 名)
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表 10 年代とスマートフォン利用頻度について
年代 ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に 1 回 ほぼ利用していない 全く利用していない

20 代 (15 名) 100% (15 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名)

30 代 (19 名) 89% (17 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 11% (2 名)

40 代 (24 名) 83% (20 名) 4% (1 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 4% (1 名) 8% (2 名)

50 代 (31 名) 87% (27 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 3% (1 名) 10% (3 名)

60 代以上 (24 名) 75% (18 名) 8% (2 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 17% (4 名)

全年代 (113 名) 86% (97 名) 3% (3 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 2% (2 名) 10% (11 名)

表 11 障害の程度とスマートフォン利用頻度の関係
ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に 1 回 ほぼ利用していない 全く利用していない

NU-SR (23 名) 87% (20 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 13% (3 名)

U-SR (90 名) 86% (77 名) 3% (3 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 2% (2 名) 9% (8 名)

合計 (113 名) 86% (97 名) 3% (3 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 2% (2 名) 10% (11 名)
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Androidのみが 8名，らくらくホンのみが 3名であった．

つまり，iPhoneを利用している人の合計は 91名であり，

スマートフォンを少しでも利用している人の中で見ると

89%にものぼった．

4.2 タブレット PCの利用状況について

タブレット PCの利用状況を年代ごとにまとめたのが，

表 12である．タブレット PCは 50代に多く使われている

ようであった．この傾向は，スマートスピーカーの利用状

況（表 6）と似ている．

障害の状況とタブレット PCの利用状況についてまとめ

たのが，表 13である．スクリーンリーダーを使わない人

の方がタブレットの利用率が多かった．

スマートフォンを「ほぼ毎日」もしくは「週に２～３回」

使う人は 88% (100名)であり，スマートフォンがかなり浸

透していることがわかる．タブレットPCを「ほぼ毎日」も

しくは「週に２～３回」利用している人は，全年代で 37%

(42名)であったが，1名を除いた全員がスマートフォンを

「ほぼ毎日」もしくは「週に２～３回」使用していた．つま

り，スマートフォンを使わずにタブレット PCのみを使う

人はほとんどいなかった．

スマートフォンもしくはタブレット PCを「ほぼ毎日」

もしくは「週に２～３回」使う人は 89% (101名)である．

スマートスピーカーは，通常はスマートフォンやタブレッ

ト PCから設定を行うことを考えると，この 89% (101名)

の視覚障害者がスマートスピーカーを使う潜在的ユーザー

と考えることができる．

タブレットPCをまったく利用していない人（49名）を除

く回答者 64名のうち，55名は iPadを利用していた．An-

droid搭載タブレットは 5名．Windows搭載タブレットは

13名．Fireタブレット（Amazon Fire 10 HDなど）は全く

いなかった．iPadも Android搭載タブレットもWindows

搭載タブレットも利用する人は 1名．iPadと Android搭

載タブレットを利用する人は 1名，iPadとWindows搭載

タブレットを利用する人は 6名であった．iPhoneと同様，

iPadの利用率も非常に高いことがわかる．

年代とデスクトップ PCまたはノート PCの利用状況に

ついて表 14にまとめた．デスクトップ PCやノート PCも

スマートフォンと同様にほぼどの世代にも浸透しているこ

とがわかる．デスクトップ PCもしくはノート PCを「ほ

ぼ毎日」もしくは「週に２～３回」使う人は 85% (96名)

である．若干ではあるが，スマートフォンを頻繁に使う人

の方がデスクトップ PCのもしくはノート PCを頻繁に使

う人よりも多かった．

デスクトップ PCもしくはノート PCを「ほぼ毎日」も

しくは「週に２～３回」使っているものの，スマートフォ

ンは「ほぼ利用していない」か「全く利用していない」と

いう人は 9% (10名)であった．逆にスマートフォンを「ほ

ぼ毎日」もしくは「週に２～３回」使っているものの，デ

スクトップ PCもしくはノート PCは「ほぼ利用していな

い」か「全く利用していない」かである人は 7% (8名)で

あった．

スマートフォンもしくはタブレット PCを「ほぼ毎日」

もしくは「週に２～３回」使っている人（101名）のうち，

47% (47名)がスマートスピーカーを利用していなかった．

4.3 デスクトップ PCまたはノート PCの利用頻度につ

いて

年代とデスクトップ PCまたはノート PC利用頻度の関

係を表 14に示した．どの年代でも利用頻度が高いという

ことがよくわかる．

表 15には，スクリーンリーダーの利用状況とデスクトッ

プ PCまたはノート PC利用頻度の関係をまとめている．

スクリーンリーダーの利用状況とは無関係に，デスクトッ

プ PCもしくはノート PCの利用は多かった．

5. おわりに

このアンケート調査により，視覚障害者の年代・障害別

によるスマートスピーカーとスマートデバイスの利用状況

が明らかとなった．全体としてこれらのデバイスに対する

関心は高い一方，大きな障壁を感じていることが明らかと

なった．現在はスマートフォン，タブレット PC，デスク

トップ PCやノート PCと比較すると，利用率は低いが，

今後利用の障壁が低くなれば利用率が向上することが予想

される．

このアンケート結果が，視覚障害のある方をはじめ，視

覚障害者の ICT利用促進に関わる方，視覚障害者向けの技

術開発を行なう方などに利用され，視覚障害者の QOL向

上に寄与することを期待している．
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表 12 年代とタブレット PC 利用頻度の関係
年代 ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に 1 回 ほぼ利用していない 全く利用していない
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表 13 障害の程度とタブレット PC 利用頻度の関係
ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に 1 回 ほぼ利用していない 全く利用していない
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表 14 年代とデスクトップ PC/ノート PC 利用頻度の関係

年代 ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に 1 回 ほぼ利用していない 全く利用していない

20 代 (15 名) 87% (13 名) 7% (1 名) 7% (1 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名)

30 代 (19 名) 79% (15 名) 5% (1 名) 0% (0 名) 5% (1 名) 5% (1 名) 5% (1 名)

40 代 (24 名) 67% (16 名) 13% (3 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 17% (4 名) 4% (1 名)

50 代 (31 名) 74% (23 名) 10% (3 名) 3% (1 名) 6% (2 名) 3% (1 名) 3% (1 名)

60 代以上 (24 名) 83% (20 名) 4% (1 名) 0% (0 名) 4% (1 名) 0% (0 名) 8% (2 名)

全年代 (113 名) 77% (87 名) 8% (9 名) 2% (2 名) 4% (4 名) 5% (6 名) 4% (5 名)
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